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文
化
庁
所
蔵
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
残
巻
に
つ
い
て

小

林

真

由

美

一

「
一
切
経
」
は
南
北
朝
時
代
、「
大
蔵
経
」
は
隋
代
か
ら
使
用
さ
れ
た

語
で
あ
る
と
い
う
。「
す
べ
て
の
経
典
」
の
意
で
あ
る
が
、「
経
録
（
経

典
目
録
）
に
も
と
づ
く
総
合
仏
教
叢
書
」
と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
中
国
に
お
い
て
経
録
は
、
膨
大
な
量
の
漢
訳
経
典
の

分
類
整
理
や
、
一
切
経
書
写
な
ど
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。「
経
録
」

と
称
す
る
が
、
経
録
に
は
経
だ
け
で
は
な
く
、
経
・
律
・
論
の
三
蔵
と

西
域
東
土
の
教
義
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

中
国
に
お
け
る
本
格
的
な
経
録
は
、
東
晋
の
『
綜
理
衆
経
目
録
』
一

巻
（
道
安
、
三
六
四
年
、『
出
三
蔵
記
集
』
に
引
用
）
が
嚆
矢
で
あ
り
、

現
存
す
る
最
古
の
経
録
は
梁
の
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』
十
五
巻
で
あ

る
。隋

唐
代
に
は
『
歴
代
三
宝
紀
』
十
五
巻
、『
衆
経
目
録
』
五
巻
、『
大

唐
内
典
録
』
十
巻
、『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
十
五
巻
が
続
い
て
編
纂

さ
れ
た
が
、
唐
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）、
智
昇
に
よ
る
『
開
元
釈
教

録
』
二
十
巻
に
よ
っ
て
経
録
が
完
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
開
元
釈

教
録
』
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
巻
と
い
う
数
は
、
後
世
に
も
一
切
経

の
基
準
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
元
新

定
釈
教
目
録
』
三
十
巻
（
円
照
、
八
〇
〇
年
）
は
、『
開
元
釈
教
録
』

を
引
継
い
で
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
一
切
経
書
写
は
、
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）
三
月

に
飛
鳥
川
原
寺
で
開
始
さ
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
九
）。
当
時

は
、
日
本
に
存
在
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
漢
訳
経
典
を
集
め
て
書
写
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
、
経
録
を
基
準
と
す
る
一
切
経
書
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写
を
始
め
た
の
は
、
天
平
期
の
五
月
一
日
経
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
僧
玄
昉
が
、
日
本
に
『
開
元
釈
教
録
』
を

将
来
し
た（
１
）。『
開
元
釈
教
録
』
成
立
の
わ
ず
か
五
年
後
で
あ
る
。
光
明

皇
后
発
願
の
一
切
経
書
写
事
業
（
五
月
一
日
経
）
が
始
め
ら
れ
て
い
た

時
期
で
あ
っ
た（
２
）。

光
明
皇
后
ら
は
玄
昉
に
『
開
元
釈
教
録
』
の
意
義
を

伝
え
ら
れ
、
国
際
基
準
の
一
切
経
完
備
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
国
内
に
は
ま
だ
開
元
録
所
載
の
仏
典
類
の
す
べ
て
は
そ
ろ
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
後
に
そ
の
方
針
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

い
う
が（
３
）、『

開
元
釈
教
録
』
は
そ
の
伝
来
直
後
か
ら
、
平
安
初
期
に

『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
が
伝
え
ら
れ
る
ま
で
、
一
切
経
目
録
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。

表
1
は
、
正
倉
院
文
書
に
み
ら
れ
る
『
開
元
釈
教
録
』
の
一
覧
で
あ

る
。「
開
元
目
録
」
と
書
か
れ
て
い
る
記
録
が
多
く
、
実
際
に
一
切
経

目
録
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

二

文
化
庁
所
蔵
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
残
巻
（
重
要
文
化
財
）
は

奈
良
時
代
書
写
と
さ
れ
る
。
巻
首
四
～
五
行
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
は
巻
末
ま
で
残
存
し
て
い
る
。『
開
元
釈
教
録
』
二
十
巻
は
、

『
開
元
釈
教
録
』
入
蔵
五
〇
四
八
巻
自
体
に
含
ま
れ
る
仏
典
籍
で
あ
る

と
同
時
に
、
奈
良
時
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
経
典
目
録
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
文
化
庁
本
『
開
元
釈
教
録
』
に
は
、
奈
良
時
代
の
古
写
経
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
規
模
で
一
切
経
書
写
事
業
が
行
わ
れ
て
い

た
時
代
の
、
経
録
の
実
物
と
し
て
の
価
値
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
庁
所
蔵
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
残
巻
は
、
巻
首
部
分
が
欠

損
す
る
巻
子
本
で
、
縦
二
七･

一
㎝
、
全
長
一
四
三
五
・
五
㎝
で
あ
る（
４
）。

文
化
庁
よ
り
借
用
し
た
写
真
に
よ
る
と
、
一
紙
に
つ
き
二
十
七
～
二
十

八
行
の
界
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
一
行
約
十
八
字
、
全
二
十
七
紙
。
写

真
を
観
察
す
る
限
り
、
校
正
の
跡
や
訓
点
等
の
書
き
入
れ
は
な
い
。
料

紙
紙
背
の
継
ぎ
目
に
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。

図１　文化庁所蔵『開元釈教録』
巻第十八残巻（紙背）
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暦

宝
亀
5
／
10
／
17
類
収

宝
亀
4
／
8
／
28
類
収

宝
亀
2
／
4
／
4
類
収

神
護
景
雲
2
／
5
／
29

天
平
神
護
3
／
2
／
22
類
収

天
平
神
護
3
／
2
／
22

天
平
宝
字
8
／
8
／
29

天
平
宝
字
8
／
8
／
29

天
平
宝
字
8
／
8
／
28

天
平
宝
字
8
／
8
／
27

天
平
宝
字
8
／
8
／
26

天
平
宝
字
8
／
8
／
26

天
平
宝
字
8
／
8
／
25

天
平
宝
字
8
／
8
／
25

天
平
勝
宝
8
／
2
／
26

天
平
勝
宝
7
／
5
／
6

天
平
勝
宝
7
／
3
／
22

天
平
勝
宝
7
／
1
／
21

天
平
勝
宝
5
／
5
／
7
類
収

天
平
勝
宝
5
／
5
／
7
類
収

（
天
平
勝
宝
4
）
2
／
12

天
平
勝
宝
4
／
1
／
25
類
収

天
平
勝
宝
3
／
9
／
20

天
平
勝
宝
3
／
4
／
24
類
収

天
平
勝
宝
3
／
4
／
24
類
収

天
平
勝
宝
3
／
6
／
21

天
平
勝
宝
3
／
5
／
21

天
平
勝
宝
3
／
2
／
28

天
平
20
／
12

天
平
20
／
9
／
30

天
平
19
／
8
／
24

天
平
13
／
7
／
5

天
平
12
／
4
／
15

天
平
12
／
4
／
15

天
平
11
／
2
／
13

天
平
8
／
9
／
29

天
平
8
／
9
／
29

日　

付

右
六
部
、
在
開
元
録

三
千
二
百
七゙
十゙
八゙
巻
開
元
釈
教
録
之
内
／
二
千
九
百
十
六
巻
開
元
釈
教
録
之

内
／
一
百
七
十
五
巻
開
元
釈
教
録
之
内
／
一
百
八
十
七
巻
開
元
釈
教
録
之
内

開
元
目
録
十
九
巻
「
无
」

右
、
開
元
目
録
内
／
右
、
開
元
目
録
外

合
依
開
元
一゙
切゙
経゙
目
録
応
写
（
一
切
）
経
五
千
四
十
八
巻

開
元
釈
教
録
十
七
巻
二
帙

開
元
釈
教
録
十
七
巻 

在
帙
籖
第
十
九
第
二
十
巻
先
請
所

開
元
釈
教
録
十
七
巻

請
返
開
元
釈
教
録
十
七
巻

開
元
釈
教
録
一
部
十
九
巻 

黄
紙
及
表
綺
帯
朱
軸
寮
経
内
之

坤
宮
官
一
切
経
内
釈
教
録
十
七
巻
者
、
為
本
（
用
）
京
職
尹
宅
之
中
、
第
十

九
第
二
十
并
二
巻
、
交
於
経
論
中
不
得
求
備

又
以
昨
日
所
請
開
元
釈
教
録
二
巻
還
送
…
釈
教
録
第
十
九
第
二
十
合
二
巻

開
元
釈
教
録
二
巻 

第
十
九　

二
十
巻

請
開
元
釈
教
録
一
部
之
中 

第
十
九　

第
二
十　

先
請
来

開
元
釈
教
録
十
八
巻　

彩
帙
二
枚

開
元
釈
教
録
一
巻 

第
十
一
巻

開
元
釈
教
録
一
部 

十
九
巻

開
元
目
録
一
部

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻 

五
百
四
十
五
紙

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻
无
帙

開
元
釈
教
録
初
帙
充 

第
四
五
六
七
八
巻

今
写
大
集
部 

開
元
録
第
十
一
之
内
也

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

五
百
九
十
一
紙

開
元
釈
教
録
云
／
然
按
開
元
録
更
無
可
写
／
亦
開
録
以
外
／
不
列
開
録
／
不

列
開
録

是
開
元
釈
教
録
云

開
元
録
十
九
巻 

在
帙

開
元
録
二
巻 

第
八
第
九

開
元
目
録
十
九
巻 

黒
帙
二
枚

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻

開
元
釈
教
録
十
九
巻

開
元
録
以
外 

三
十
四
巻

開
元
目
録
十
九
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
大
小
乗
経
并
律
論
集
伝
等
五
千
四
十
八
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
大
小
乗
経
并
律
論
集
伝
等
五
千
四
十
八
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
一
切
経
五
千
四
十
八
巻

一゙
切゙
経゙
目゙
録
（
開
元
釈
教
）
十
九
巻

一
切
経
目
録
十
九
巻 『

大
日
本
古
文
書
』
記
載
部
分
抜
粋

○
雑
経
目
録

○
見
写
未
写
本
経
律
目
録

○
氏
名
闕
請
書
解

○
一
切
経
奉
請
文
書
継
文

○
奉
写
一
切
経
巻
数
注
文
案

○
造
東
大
寺
司
移

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
京
職
宅
写
経
所
牒

○
造
東
大
寺
司
牒
案

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
造
東
大
寺
司
請
経
文
案

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
奉
写
御
執
経
所
奉
請
文
案

○
経
疏
帙
籖
等
奉
請
帳

○
写
経
雑
物
出
納
帳

○
東
大
寺
僧
教
輪
請
書
啓

○
未
写
経
律
論
集
目
録

○
小
乗
経
納
櫃
目
録

○
写
経
料
紙
用
残
帳

○
応
写
経
目
録

○
写
書
布
施
勘
定
帳

○
雑
経
本
勘
検
注
文
案

○
経
疏
出
納
帳

○
未
分
経
目
録

○
経
疏
奉
請
帳

○
経
律
納
受
帳

○
一
切
経
納
櫃
帳

○
写
経
司
啓

○
写
経
司
啓

○
写
経
司
啓

○
写
経
請
本
帳

○
写
経
目
録

『
大
日
本
古
文
書
』
見
出
し
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宝
亀
5
／
10
／
17
類
収

宝
亀
4
／
8
／
28
類
収

宝
亀
2
／
4
／
4
類
収

神
護
景
雲
2
／
5
／
29

天
平
神
護
3
／
2
／
22
類
収

天
平
神
護
3
／
2
／
22

天
平
宝
字
8
／
8
／
29

天
平
宝
字
8
／
8
／
29

天
平
宝
字
8
／
8
／
28

天
平
宝
字
8
／
8
／
27

天
平
宝
字
8
／
8
／
26

天
平
宝
字
8
／
8
／
26

天
平
宝
字
8
／
8
／
25

天
平
宝
字
8
／
8
／
25

天
平
勝
宝
8
／
2
／
26

天
平
勝
宝
7
／
5
／
6

天
平
勝
宝
7
／
3
／
22

天
平
勝
宝
7
／
1
／
21

天
平
勝
宝
5
／
5
／
7
類
収

天
平
勝
宝
5
／
5
／
7
類
収

（
天
平
勝
宝
4
）
2
／
12

天
平
勝
宝
4
／
1
／
25
類
収

天
平
勝
宝
3
／
9
／
20

天
平
勝
宝
3
／
4
／
24
類
収

天
平
勝
宝
3
／
4
／
24
類
収

天
平
勝
宝
3
／
6
／
21

天
平
勝
宝
3
／
5
／
21

天
平
勝
宝
3
／
2
／
28

天
平
20
／
12

天
平
20
／
9
／
30

天
平
19
／
8
／
24

天
平
13
／
7
／
5

天
平
12
／
4
／
15

天
平
12
／
4
／
15

天
平
11
／
2
／
13

天
平
8
／
9
／
29

天
平
8
／
9
／
29

日　

付

右
六
部
、
在
開
元
録

三
千
二
百
七゙
十゙
八゙
巻
開
元
釈
教
録
之
内
／
二
千
九
百
十
六
巻
開
元
釈
教
録
之

内
／
一
百
七
十
五
巻
開
元
釈
教
録
之
内
／
一
百
八
十
七
巻
開
元
釈
教
録
之
内

開
元
目
録
十
九
巻
「
无
」

右
、
開
元
目
録
内
／
右
、
開
元
目
録
外

合
依
開
元
一゙
切゙
経゙
目
録
応
写
（
一
切
）
経
五
千
四
十
八
巻

開
元
釈
教
録
十
七
巻
二
帙

開
元
釈
教
録
十
七
巻 

在
帙
籖
第
十
九
第
二
十
巻
先
請
所

開
元
釈
教
録
十
七
巻

請
返
開
元
釈
教
録
十
七
巻

開
元
釈
教
録
一
部
十
九
巻 

黄
紙
及
表
綺
帯
朱
軸
寮
経
内
之

坤
宮
官
一
切
経
内
釈
教
録
十
七
巻
者
、
為
本
（
用
）
京
職
尹
宅
之
中
、
第
十

九
第
二
十
并
二
巻
、
交
於
経
論
中
不
得
求
備

又
以
昨
日
所
請
開
元
釈
教
録
二
巻
還
送
…
釈
教
録
第
十
九
第
二
十
合
二
巻

開
元
釈
教
録
二
巻 

第
十
九　

二
十
巻

請
開
元
釈
教
録
一
部
之
中 

第
十
九　

第
二
十　

先
請
来

開
元
釈
教
録
十
八
巻　

彩
帙
二
枚

開
元
釈
教
録
一
巻 

第
十
一
巻

開
元
釈
教
録
一
部 

十
九
巻

開
元
目
録
一
部

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻 

五
百
四
十
五
紙

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻
无
帙

開
元
釈
教
録
初
帙
充 

第
四
五
六
七
八
巻

今
写
大
集
部 

開
元
録
第
十
一
之
内
也

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

五
百
九
十
一
紙

開
元
釈
教
録
云
／
然
按
開
元
録
更
無
可
写
／
亦
開
録
以
外
／
不
列
開
録
／
不

列
開
録

是
開
元
釈
教
録
云

開
元
録
十
九
巻 

在
帙

開
元
録
二
巻 

第
八
第
九

開
元
目
録
十
九
巻 

黒
帙
二
枚

開
元
釈
教
録
二
十
巻 

欠
第
十
二
巻

開
元
釈
教
録
十
九
巻

開
元
録
以
外 

三
十
四
巻

開
元
目
録
十
九
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
大
小
乗
経
并
律
論
集
伝
等
五
千
四
十
八
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
大
小
乗
経
并
律
論
集
伝
等
五
千
四
十
八
巻

合
依
開
元
目
録
応
写
一
切
経
五
千
四
十
八
巻

一゙
切゙
経゙
目゙
録
（
開
元
釈
教
）
十
九
巻

一
切
経
目
録
十
九
巻 『

大
日
本
古
文
書
』
記
載
部
分
抜
粋

○
雑
経
目
録

○
見
写
未
写
本
経
律
目
録

○
氏
名
闕
請
書
解

○
一
切
経
奉
請
文
書
継
文

○
奉
写
一
切
経
巻
数
注
文
案

○
造
東
大
寺
司
移

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
京
職
宅
写
経
所
牒

○
造
東
大
寺
司
牒
案

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
造
東
大
寺
司
請
経
文
案

○
奉
写
御
執
経
所
等
奉
請
経
継
文

○
奉
写
御
執
経
所
奉
請
文
案

○
経
疏
帙
籖
等
奉
請
帳

○
写
経
雑
物
出
納
帳

○
東
大
寺
僧
教
輪
請
書
啓

○
未
写
経
律
論
集
目
録

○
小
乗
経
納
櫃
目
録

○
写
経
料
紙
用
残
帳

○
応
写
経
目
録

○
写
書
布
施
勘
定
帳

○
雑
経
本
勘
検
注
文
案

○
経
疏
出
納
帳

○
未
分
経
目
録

○
経
疏
奉
請
帳

○
経
律
納
受
帳

○
一
切
経
納
櫃
帳

○
写
経
司
啓

○
写
経
司
啓

○
写
経
司
啓

○
写
経
請
本
帳

○
写
経
目
録

『
大
日
本
古
文
書
』
見
出
し
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巻
首
の
欠
損
部
分
を
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
本
文
で
補
う
と
、
左

記
の
通
り
で
あ
る
（
□
で
囲
ん
で
い
る
の
が
欠
損
部
分
）。
奥
書
は
、

書
写
当
時
の
も
の
で
は
な
く
後
世
の
書
き
入
れ
と
思
わ
れ
る
。「
交
野

神
尾
寺
理
月
坊
常
主
祐
重
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る（
５
）。

〈
巻
首
〉�

（
図
2
）

開
元
釈
教
録
巻
第
十
八
別
録
之
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庚
午
歳
西
崇
福
寺
沙
門
智
昇
撰

別
録
中
疑
惑
再
詳
録
第
六
一
十
四
部
一
十
九
巻

疑
惑
録
者
。
自
梵  

経
東
闡
年
将
七
百
。
教
有
興
廃

時
復
遷
移
先
後
翻
伝
巻
将
万  

計
。
部
帙
既
広
尋 

閲

難
周
定
録
之
人
随
聞
便
上
而
不
細
尋
宗
旨
理
或
疑
焉

今
恐
真
偽
交
参
是
非
相
渉
故
為
別
録
以
示
将
来

庶
明
達
高
人
重
為
詳
定

〈
奥
書
〉�

（
図
5
）

交
野
神
尾
寺
西
谷
理
月
坊
常
主
祐
重

寄
進
頼
有
之

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
所
載
の
『
開
元
釈
教
録
』
は
高

麗
本
を
底
本
と
し
、
宋
本
・
元
本
・
明
本
の
三
本
と
対
校
し
て
い
る
。

異
同
の
数
は
少
な
く
な
く
、
特
に
注
記
の
部
分
に
多
い
。
注
記
に
多
い

理
由
と
し
て
は
、
小
字
ゆ
え
に
起
き
る
誤
写
の
ほ
か
、
経
典
目
録
の
性

質
上
、
加
筆
や
修
正
が
行
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る（
６
）。

文
化
庁
本
と
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
本
を
対
校
し
て
み
る
と
、
比
較

的
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
と
一
致
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。

（
図
2
、
9
行
目
）

救
護
身
命
済
人
病
苦
厄
経
一
巻　
与
救
疾
経
文
勢
相
／
似
一
真
一
偽
将
爲
未
可

�

文
化
庁
本
「
偽
」、
高
麗
本
「
為
」、
三
本
「
偽
」

（
図
3
、
7
行
目
）

脚
下
注
云
世
注
為
疑
此
応
多
是
旧
偽
録
中
小

�

文
化
庁
本
「
偽
」、
高
麗
本
「
為
」、
三
本
「
偽
」

（
図
4
、
12
行
目
）

仏
名
経
十
六
巻　
或
三
十
二
巻　

本
経
雖
真
以
有
僞
雑
編
之
於
此

�

文
化
庁
本
「
或
三
十
二
巻　

本
経
雖
真
以
有
僞
雑
編
之
於
此
」

�

高
麗
本
「
本
経
雖
真
以
有
僞
雑
編
之
於
此　

或
十
二
巻
」

�

三
本
「
或
三
十
二
巻　

本
経
雖
真
以
有
僞
雑
編
之
於
此
」
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図２　文化庁所蔵『開元釈教録』巻第十八残巻（巻頭）

図３　文化庁所蔵『開元釈教録』巻第十八残巻（図２続き）
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図４　文化庁所蔵『開元釈教録』巻第十八残巻（図３続き）

図５　文化庁所蔵『開元釈教録』巻第十八残巻（巻末）
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675 675 675 675 674 674 674 674 673 673 673 673 673 673 673 673 672 671 671 頁 表
２　

文
化
庁
本
校
異
対
照
表

※
頁
・
段
・
行
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
56
巻
に
よ
る
。

※
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
対
校
の
四
本
い
ず
れ
か
に
同
本
文
が
あ
る
場
合
は
省
略
し
た
。

中 上 上 上 下 中 上 上 下 下 下 上 上 上 上 上 中 下 下 段

12 16 9 6 10 1 25 14 22 19 1 27 21 7 7 3 26 21 19 行

具
題
云
大
悲

郢
州
投
陀
道
人
妙
光

凡
経
三
換
刀
折
如
初

敬
徳
驚
覚
如
夢

如
前
所
列

進
不
聞

仮
託
之
文
辞

或
在
鉢
記
後

見
涇
渭
淆
雑
龍
蛇
並
進

沙
糅
金

云
仏
波
奈
者

漢
代
失
訳

時
聞
無
本

三
紙
丁
蘭
菫
黯
郭
巨
等

或
云
浄
行
優
婆
塞
戒
経

愚
夫
造
悪

益
意
経
二
巻

為
揩
准

大
正
蔵
本

是
題
云
大
悲

郢
州
捉
陀
道
人
妙
光

凡
経
三

刀
折
如
初

敬
覚
如
夢

如
前
所
別

集
不
聞

仮
記
之
文
辞

或
在
録
記
後

見
経
淆
雑
龍
蛇
並
進

沙
揉
金

云
仏
波
羅
奈
者

漢
伐
失
訳

時
間
無
本

向
三
紙

丁
蘭
菫
黯
郭
臣
等

或
六
浄
行
優
婆
塞
戒
経

思
夫
造
悪

益
意
経
三
巻

為
楷
准

文
化
庁
本

680 680 680 680 679 679 679 679 679 678 678 678 677 677 676 676 676 676 675 675

上 上 上 上 中 中 上 上 上 下 下 上 中 上 下 下 中 上 下 中

14 14 13 7 10 7 27 6 6 27 1 21 15 22 21 11 26 3 27 16

祐
云
上
六
経
並
是
旧
抄

大
海
深
嶮
抄
経
一
巻

祐
云
旧
録
所
載

諸
録
並
注

抄
方
等
大
集
経
一
十
二
巻

常
侍
庾
頡

懼
後
代
疑
乱
故

天
授
立
邪
三
宝

即
以
信
行

隋
真
寂
寺

出
世
間
人
行
行
同
異
法

宝
図
経
下
一
巻

蹬
刀
梯
解
脱
道

或
云
大
威
儀
請
問
経

未
見
本
実
難
詮
定

末
申
謡
識

諸
録
並
云
有
六
七

亦
直
云
華
鮮
経

名
目
相
濫
間
偽
未
分

空
静
天
感
応
三
昧
経

（
ナ
シ
）

入
海
深
嶮
抄
経
一
巻

（
ナ
シ
）

諸
銀
並
注

抄
方
等
大
集
経
十
十
二
巻

常
待
庾
頡

懼
後
代
疑
乱
胡

天
援
立
邪
三
宝

既
以
信
行

堕
真
寂
寺

出
世
間
人
行
同
異
法

宝
図
経
下
巻

路
刀
梯
解
脱
道

或
云
威
儀
請
問
経

未
見
本
実
詮
定

未
申
謡
識

諸
録
並
云
有
六
十

亦
真
云
華
鮮
経

名
目
相
濫
間

未
分

空
静
天
咸
応
三
昧
経
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し
か
し
、
以
下
の
よ
う
に
、
高
麗
本
の
み
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
も
あ

る
た
め
、
こ
の
四
本
か
ら
文
化
庁
本
本
文
の
系
統
を
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

（
図
4
、
9
行
目
）

一
概
譬
夫
崐
山
宝
玉
与
瓦
石
而
同
流
贍

�
文
化
庁
本
「
夫
」、
高
麗
本
「
夫
」、
三
本
「
如
」

表
2
に
、
文
化
庁
本
の
異
同
を
掲
載
し
た
。
但
し
、
異
体
字
・
旧
字

等
は
同
字
と
し
て
扱
い
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
対
校
の
四
本
い
ず
れ

か
と
一
致
し
て
い
る
異
同
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

三

『
開
元
釈
教
録
』
二
十
巻
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
総
括
群
経
録
（
代
録
、
巻
第
一
～
十
※
）

後
漢
か
ら
開
元
十
八
年
ま
で
の
訳
経
を
時
代
順
・
訳
者
別
に

分
類
整
理
し
た
目
録
。

2
、
別
分
乗
蔵
録
（
別
録
）

（
1
）
刊
定
入
蔵
録

①
有
訳
有
本
録
（
巻
第
十
一
～
十
三
※
）

翻
訳
さ
れ
た
経
典
を
教
理
に
よ
っ
て
分
類
し
た

目
録
。

②
有
訳
無
本
録
（
巻
第
十
四
・
十
五
）

翻
訳
さ
れ
た
が
現
存
し
な
い
経
典
を
教
理
に
よ

っ
て
分
類
し
た
目
録
。

（
2
）
従
属
目
録

①
支
派
別
行
録
（
巻
第
十
六
）

大
部
の
経
典
か
ら
抄
出
さ
れ
た
経
典
（
別
生

経
）
の
目
録
。

②
刪
略
繁
重
録
・
補
欠
拾
遺
録
（
巻
第
十
七
）

同
本
異
名
の
経
典
と
、
旧
目
録
に
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
経
典
の
目
録
。

③
疑
惑
再
詳
録
・
偽
妄
乱
真
録
（
巻
第
十
八
）

旧
目
録
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
が
偽
経
と
疑
わ
れ

る
経
典
（
疑
経
）
と
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
偽

妄
経
（
偽
経
）
の
目
録
。

3
、
入
蔵
録
（
巻
第
十
九
・
二
十
※
）

有
訳
有
本
録
（
巻
第
十
一
～
十
三
）
の
分
類
に
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よ
る
現
蔵
目
録
。

（
附
録
）
不
入
蔵
目
録
（
巻
第
二
十
巻
末
）

別
生
経
（
巻
第
十
六
）
と
疑
偽
経
典
（
巻
第
十

八
）
の
一
部
を
列
挙
し
た
目
録
。

入
蔵
経
の
五
〇
四
八
巻
は
、「
代
録
」
と
い
わ
れ
る
年
代
順
・
訳
者

別
目
録
（
総
括
群
経
録
巻
第
一
～
十
※
）、
教
理
に
よ
っ
て
分
類
整
理

し
た
標
準
目
録
（
刊
定
入
蔵
録
有
訳
有
本
縁
巻
第
十
一
～
十
三
※
）、

現
蔵
目
録
（
入
蔵
録
巻
第
十
九
・
二
十
※
）
の
三
種
類
の
目
録
に
三
回

に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
巻
第
十
四
～
十
七
は
、

現
存
し
な
い
経
典
（
有
訳
無
本
録
）、
抄
出
経
典
（
支
派
別
行
録
）、
同

本
異
名
経
典
（
刪
略
繁
重
録
）
な
ど
の
目
録
で
、
巻
第
十
八
は
疑
偽
経

典
の
目
録
（
疑
惑
再
詳
録
・
偽
妄
乱
真
録
）
で
あ
る
。

疑
偽
経
典
は
、
漢
訳
経
典
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
中
国
製
の
経
典
で
あ

る
。
中
国
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
な
ど
外
国
語
の
原
典
か
ら
翻
訳
さ
れ

た
経
典
を
、
仏
の
金
口
を
伝
え
る
「
真
経
」
と
し
て
尊
重
し
た
。
経
録

に
よ
る
一
切
経
に
は
原
典
の
あ
る
経
・
律
・
論
だ
け
で
は
な
く
西
域
東

土
の
聖
賢
の
著
作
も
含
ま
れ
る
が
、
中
国
撰
述
の
疑
偽
経
典
は
、
決
し

て
入
蔵
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

疑
偽
経
典
は
中
国
に
仏
教
が
伝
来
し
て
さ
ほ
ど
た
た
な
い
頃
か
ら

次
々
に
作
製
さ
れ
、
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
道
安
は
『
出
三
蔵

記
集
』（
三
六
四
年
）
に
お
い
て
、
真
疑
の
区
別
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
嘆
き
、
疑
経
目
録
（
巻
第
五
、
新
安
公
疑
経
録
）
を
載
せ
て

い
る
。
偽
経
を
排
除
す
る
た
め
の
目
録
が
す
で
に
必
要
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
出
三
蔵
記
集
』
以
降
、
経
録
に
は
必
ず
疑
経
目
録
が
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
疑
偽
経
典
数
は
増
え
続
け
、『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
二

十
六
部
三
十
巻
で
あ
っ
た
も
の
が
、『
開
元
釈
教
録
』
巻
十
八
に
は
四

〇
六
部
一
〇
七
四
巻
（
惑
再
詳
録
十
四
部
十
九
巻
、
偽
妄
乱
真
録
三
九

二
部
一
〇
五
五
巻
）
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
疑
偽
経
典
は
、
経
録
に
よ
る
峻
別
と
排
除
が
追
い
つ
か
な
い

ほ
ど
民
間
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
偽
経
は
大
体
一
巻
か
二
巻
で
、

内
容
が
わ
か
り
や
す
く
、
現
世
利
益
を
説
く
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
中
国
に
仏
教
が
根
ざ
し
て
い
く
過
程
で
、
平
易
で
簡
略
な
経

典
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
牧
田
諦
亮
氏
は
、
疑
経
は
時
代

や
社
会
に
応
じ
て
生
ま
れ
出
た
も
の
が
多
く
、
一
応
次
の
六
種
に
分
類

で
き
る
と
い
う（
７
）。

（
1
）
主
催
者
の
意
に
副
わ
ん
と
し
た
も
の

（
2
）
主
催
者
の
施
政
を
批
判
し
た
も
の

（
3
）
中
国
伝
統
思
想
と
の
調
和
や
優
劣
を
考
慮
し
た
も
の
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（
4
）
特
定
の
教
義
信
仰
を
鼓
吹
し
た
も
の

（
5
）
現
存
し
た
特
定
の
個
人
の
名
を
評
し
た
も
の

（
6
）
療
病
迎
福
な
ど
の
た
め
の
単
な
る
迷
信
に
類
す
る
も
の

疑
偽
経
典
は
海
を
越
え
て
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
石
田
茂
作
『
写

経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
正
倉
院
文
書
に
経

典
名
の
見
え
る
「
支
那
撰
述
疑
偽
経
」
は
四
十
二
部
で
あ
る
。
日
本
で

は
、
天
平
七
年
の
『
開
元
釈
教
録
』
伝
来
後
も
、
偽
経
を
特
に
排
除
す

る
こ
と
な
く
書
写
読
誦
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
天
平
二
十
年
に

偽
経
『
救
護
身
命
経
』
は
造
東
大
寺
司
で
百
巻
が
書
写
さ
れ（
８
）、

宝
亀
五

年
（
七
七
四
）
十
二
月
に
は
宮
中
で
偽
経
『
大
通
方
広
経
』
に
よ
る
方

広
悔
過
が
お
こ
な
わ
れ
た
記
録
が
あ
る（
９
）。

日
本
に
伝
え
ら
れ
る
仏
典
は

漢
訳
経
典
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
原
典
の
有
無
を
意
識
す
る
機
会
が
な

く
、
経
典
の
真
偽
を
厳
し
く
問
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る（
（1
（

。

こ
れ
ら
の
疑
偽
経
は
平
安
初
期
ま
で
読
ま
れ
続
け
て
い
た
ら
し
く
、

『
日
本
霊
異
記
』
に
み
ら
れ
る
三
十
数
部
の
経
典
名
の
う
ち
、『
大
通
方

広
経
』『
観
音
三
昧
経
』『
善
悪
因
果
経
』『
像
法
決
疑
経
』
の
四
部
が

疑
偽
経
典
で
あ
る
。
天
長
年
間
頃
に
成
立
し
た
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』

に
も
『
方
広
経
』『
善
悪
因
果
経
』
の
引
用
が
あ
る
。
疑
偽
経
典
は
や

が
て
姿
を
消
し
て
い
く
が
、『
父
母
恩
重
経
』、『
善
悪
因
果
経
』
な
ど

は
江
戸
時
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
出
版
物
も
普
及
し
て
い
た（
（1
（

。

日
本
に
お
い
て
疑
偽
経
典
は
奈
良
時
代
に
最
も
多
く
流
通
し
、
真
経

と
区
別
な
く
仏
教
信
者
の
信
仰
の
対
象
に
さ
れ
て
い
た
。
文
化
庁
本

『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
残
巻
は
、
そ
う
し
た
時
代
を
静
か
に
語
る

一
巻
で
あ
る
。

注（１�

）「
天
平
七
年
、
大
使
多
治
比
真
人
広
成
に
随
ひ
て
還か

帰へ

り
き
。
経
論

五
千
余
巻
と
諸
の
仏
像
と
を
賷も

ち
来
れ
り
」（『
続
日
本
紀
』
巻
第
十

九
、
天
平
十
九
年
六
月
十
八
日
玄
昉
卒
伝
）。「
経
論
五
千
余
巻
」
は

『
開
元
釈
教
録
』
の
五
〇
四
七
巻
を
指
し
、『
開
元
釈
教
録
』
の
舶
来

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2�

）
山
下
有
美
氏
に
よ
る
と
、
天
平
五
年
頃
に
は
皇
后
宮
職
内
の
写
経

機
構
で
書
写
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所

の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）
第
三
章
参
照
。

（
3�

）
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」

（『
古
代
史
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
）、
注 （
2
）
山
下

有
美
前
掲
書
参
照
。

（
4�

）
特
別
展
観
「
第
一
〇
〇
回
大
蔵
会
記
念　

仏
法
東
漸
―
仏
教
の
典

籍
と
美
術
―
」（
会
期
二
〇
一
五
年
七
月
二
十
五
日
～
九
月
六
日
、
京

都
国
立
博
物
館
京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会
共
催
）
目
録
解
説
付
総

目
録
所
収
「
22
開
元
釈
教
録　

巻
第
十
八
残
巻
」
解
説
（
宮
崎
健
司
）

に
よ
る
。

（
5�
）
大
阪
府
交
野
市
に
「
か
ん
で
ら
（
神
出
来
）」
の
地
名
が
あ
る
が
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
開
山
の
降
星
山
光
林
寺
が
、
江
戸
時
代

「
か
ん
で
ら
（
上
寺
）」
と
称
し
て
い
た
よ
う
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
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（『
交
野
市
研
究
紀
要
』
第
十
二
輯
「
光
林
寺
」、
二
〇
〇
一
）。
文
化

庁
本
の
奥
書
記
載
の
「
神
尾
寺
」
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
。

（
6�
）
特
に
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
九
・
二
十
の
二
巻
に
つ
い
て
高
麗

本
と
三
本
の
間
に
異
同
が
多
く
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
は
「
巻
第
十

九
及
巻
第
二
十
宋
元
明
三
本
与
麗
本
異
同
甚
繁
故
別
載
之
」（
六
八
〇

頁
欄
外
）
と
し
て
、
明
本
に
宋
・
元
二
本
を
対
校
し
た
巻
第
十
九
・

二
十
の
二
巻
を
「
重
出
」
と
し
て
別
掲
載
し
て
い
る
。

（
7�

）
牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七

六
、『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』
第
一
巻
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
）

第
一
章
参
照
。

（
8�

）『
大
日
本
古
文
書
』
九
、（
68
頁
）、
増
尾
伸
一
郎
「『
救
護
身
命
経
』

の
伝
播
と
魑
魅
蠱
毒
―
敦
煌
、
朝
鮮
の
伝
本
と
七
寺
本
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
第
二
巻
、
大
東
出
版
社
、
一
九

九
六
、『
道
教
と
中
国
撰
述
経
典
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
）

参
照
。

（
9�

）「
官
曹
事
類
云
、
宝
亀
五
年
十
二
月
、
啒
請
僧
十
口
、
沙
弥
七
口
、

設
方
広
悔
過
於
宮
中
、
宮
中
方
広
自
此
始
也
」（『
政
事
要
略
』
巻
第

二
十
八
）

（
10�

）
正
倉
院
文
書
に
は
、
表
1
の
№
1
・
2
・
6
・
8
・
10
な
ど
の
よ

う
に
、『
開
元
釈
教
録
』
を
十
九
巻
と
す
る
記
録
が
多
い
。「
開
元
釈

教
録
一
部
十
九
巻
」（
№
21
）
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
一
部
十
九
巻
で

流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
開
元
釈
教
録
十
七
巻
」（
№
28
～

31
）
と
い
う
記
録
も
目
立
つ
。『
開
元
釈
教
録
』
の
巻
第
十
九
・
二
十

は
現
蔵
目
録
（
五
〇
四
八
巻
）
で
、
経
蔵
の
整
理
に
は
こ
の
二
巻
が

あ
れ
ば
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
巻
を
の
ぞ
く
残
り
の
十
八
巻
の
う

ち
、
巻
第
十
八
は
蔵
外
経
の
疑
経
目
録
で
あ
る
た
め
、
一
切
経
目
録

と
し
て
は
不
要
の
一
巻
と
な
る
。「「
開
元
釈
教
録
一
部
十
九
巻
」「
開

元
釈
教
録
十
七
巻
」
と
い
う
記
録
は
、
疑
経
目
録
の
巻
第
十
八
を
除

く
巻
数
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
庁
所
本
は
、『
開
元
釈
教

録
』
二
十
巻
の
う
ち
十
九
巻
が
経
典
目
録
と
し
て
利
用
さ
れ
、
巻
第

十
八
だ
け
が
ど
こ
か
の
寺
の
経
蔵
に
取
り
残
さ
れ
て
保
管
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。（
拙
稿
「
奈
良
時
代
の
疑
偽
経
典

目
録
に
つ
い
て
―
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
考
―
」、
加
藤
謙
吉
編

『
日
本
古
代
の
氏
族
と
政
治
・
宗
教　

下
』
所
収
、
雄
山
閣
、
二
〇
一

八
）

（
11�

）
和
田
恭
幸
「『
善
悪
因
果
経
直
解
』
諸
版
考
」（『
仏
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
四
四
、
二
〇
〇
五
）、「『
善
悪
因
果
経
』
管
見
―
『
東
大
寺
諷

誦
文
稿
』『
日
本
霊
異
記
』『
平
家
物
語
』
な
ど
―
」（『
成
城
国
文
学
』

第
三
十
四
号
、
二
〇
一
八
）
参
照
。

※�

文
化
庁
所
蔵
『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
残
巻
の
写
真
の
借
用
及
び
掲

載
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
文
化
庁
並
び
に
京
都
国
立
博
物
館
に
深
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
こ
ば
や
し
・
ま
ゆ
み　

成
城
大
学
教
授
）


